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2 ノード SAS 接続ストレッチ MetroCluster 構成の
ケーブル接続

2 ノード SAS 接続ストレッチ MetroCluster 構成のケーブル接
続

両方の地理的サイトで MetroCluster コンポーネントを物理的に設置し、ケーブル接続し
て、設定する必要があります。

2 ノード SAS 接続ストレッチ MetroCluster 構成のコンポーネ
ント

2 ノード MetroCluster SAS 接続構成には、ストレージコントローラを SAS ケーブルで
ストレージに直接接続した 2 つのシングルノードクラスタなど、さまざまなコンポーネ
ントが必要です。

MetroCluster の設定には、中核をなす次のハードウェアが含まれます。

• ストレージコントローラ

ストレージコントローラは、 SAS ケーブルを使用してストレージに直接接続します。

各ストレージコントローラは、パートナーサイトのストレージコントローラに対する DR パートナーとし
て構成されます。

◦ 短い距離には SAS 銅線ケーブルを使用できます。

◦ 長い距離には SAS 光ケーブルを使用できます。

"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

IMT では、 Storage 解決策フィールドを使用して MetroCluster 解決策を選択できます。検索を絞り込むに
は、 * 構成部品エクスプローラ * を使用して構成部品と ONTAP バージョンを選択します。[ 結果の表示（
Show Results ） ] をクリックすると、条件に一致するサポートされている構成のリストを表示できます。

• クラスタピアリングネットワーク
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クラスタピアリングネットワークを経由して、 Storage Virtual Machine （ SVM ）の設定がミラーされ
ます。一方のクラスタのすべての SVM の設定が、パートナークラスタにミラーされます。

2 ノード SAS 接続ストレッチ構成の MetroCluster に必要なハ
ードウェアコンポーネントと命名ガイドライン

MetroCluster 構成にはさまざまなハードウェアコンポーネントが必要です。わかりやす
いように、 MetroCluster のドキュメント全般をとおして標準的なコンポーネント名を使
用します。一方のサイトをサイト A と呼び、もう一方のサイトをサイト B と呼びます

サポートされているソフトウェアおよびハードウェア

ハードウェアとソフトウェアは、 MetroCluster FC 構成でサポートされている必要があります。

"NetApp Hardware Universe の略"

AFF システムを使用する場合は、 MetroCluster 構成内のすべてのコントローラモジュールを AFF システムと
して構成する必要があります。

MetroCluster 構成でのハードウェアの冗長性

MetroCluster 構成ではハードウェアの冗長性が確保されるため、サイトには各コンポーネントが 2 つずつあ
ります。コンポーネントの名前には、サイトを表す A または B 、および 2 つあるコンポーネントのうちどち
らかを表す番号として 1 または 2 を使用します。

シングルノード ONTAP クラスタ × 2

SAS 接続ストレッチ MetroCluster 構成には、シングルノード ONTAP クラスタが 2 つ必要です。

名前は MetroCluster 構成内で一意である必要があります。

名前の例：

• サイト A ： cluster_A

• サイト B ： cluster_B

ストレージコントローラモジュール × 2

SAS 接続ストレッチ MetroCluster 構成には、ストレージコントローラモジュールが 2 つ必要です。

• 名前は MetroCluster 構成内で一意である必要があります。

• MetroCluster 構成のすべてのコントローラモジュールで同じバージョンの ONTAP が実行されている必要
があります。

• 1 つの DR グループ内のすべてのコントローラモジュールのモデルが同じであることが必要です。

• 1 つの DR グループのすべてのコントローラモジュールで同じ FC-VI 構成を使用する必要があります。

一部のコントローラモジュールは、次の 2 つのオプションに対応しています。
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◦ オンボードの FC-VI ポート

◦ スロット 1 の FC-VI カード

オンボードの FC-VI ポートを使用するコントローラモジュールとアドオンの FC-VI カードを使用する
コントローラモジュールは混在できません。たとえば、あるノードでオンボードの FC-VI 構成を使用
する場合は、 DR グループの他のすべてのノードでもオンボードの FC-VI 構成を使用する必要があり
ます。

名前の例：

• サイト A ： controller_A_1

• サイト B ： controller_B_1

SAS ディスクシェルフ × 4 台以上（推奨）

SAS 接続ストレッチ MetroCluster 構成には、 SAS ディスクシェルフが少なくとも 2 台必要です。推奨され
る SAS ディスクシェルフ数は 4 台です。

シェルフ単位でのディスク割り当てを可能にするために、各サイトにシェルフを 2 台配置することを推奨し
ます。各サイトにシェルフ 1 台の最小構成もサポートされます。

名前の例：

• サイト A ：

◦ shelf_A_1_1

◦ shelf_A_1_2

• サイト B ：

◦ shelf_B_1_1

◦ shelf_B_1_2

2 ノード SAS 接続ストレッチ構成の MetroCluster コンポーネ
ントを設置してケーブル接続します

2 ノード SAS 接続ストレッチ構成の MetroCluster コンポーネントの設置とケーブル接
続

ストレージコントローラをストレージメディアおよび他のストレージコントローラにケ
ーブル接続する必要があります。ストレージコントローラは、データおよび管理ネット
ワークにもケーブル接続する必要があります。

本ドキュメントで手順を開始する前に

このタスクを実行するには、次の全体的な要件を満たしている必要があります。

• 設置前に、ディスクシェルフモデルに応じたディスクシェルフの設置とケーブル接続に関する考慮事項と
ベストプラクティスを確認しておく必要があります。
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• すべてのMetroClusterコンポーネントがサポートされている必要があります。

"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

IMT では、 Storage 解決策フィールドを使用して MetroCluster 解決策を選択できます。検索を絞り込むに
は、 * 構成部品エクスプローラ * を使用して構成部品と ONTAP バージョンを選択します。[ 結果の表示（
Show Results ） ] をクリックすると、条件に一致するサポートされている構成のリストを表示できます。

このタスクについて

• 「ノード」と「コントローラ」は同じ意味で使用されます。

ラックにハードウェアコンポーネントを配置

納入された機器がキャビネットに設置されていない場合は、コンポーネントをラックに
配置する必要があります。

このタスクは両方の MetroCluster サイトで実行する必要があります。

手順

1. MetroCluster コンポーネントの配置を計画します。

必要なラックスペースは、ストレージコントローラのプラットフォームモデル、スイッチのタイプ、構成
内のディスクシェルフスタック数によって異なります。

2. 電気機器を扱うための標準的な製造方法を使用して、適切に接地されていることを確認します。

3. ストレージコントローラをラックまたはキャビネットに設置します。

"ONTAPハードウェアシステムのドキュメント"

4. ディスクシェルフを設置し、各スタックのディスクシェルフをデイジーチェーン接続し、電源を投入し
て、シェルフ ID を設定します。

ディスクシェルフのデイジーチェーン接続とシェルフ ID の設定については、ディスクシェルフモデルに
対応するガイドを参照してください。

各 MetroCluster DR グループ（両サイトを含む）で、各 SAS ディスクシェルフのシェルフ
ID が一意である必要があります。シェルフ ID を手動で設定する場合は、ディスクシェルフ
の電源を再投入する必要があります。

コントローラ間およびコントローラとストレージシェルフのケーブル接続

コントローラの FC-VI アダプタどうしを直接ケーブル接続する必要があります。コント
ローラの SAS ポートは、リモートとローカルの両方のストレージスタックにケーブル接
続する必要があります。

このタスクは両方の MetroCluster サイトで実行する必要があります。

手順
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1. FC-VI ポートをケーブル接続します。

上の図は、一般的なケーブル接続を示しています。FC-VI ポートはコントローラモジュールによって異な
ります。

◦ FAS8200 および AFF A300 コントローラモジュールでは、発注時に FC-VI 接続のオプションとして次
のいずれかを選択できます。

▪ オンボードポート 0e と 0f は、 FC-VI モードで設定します。

▪ FC-VI カードのポート 1a および 1b は、スロット 1 に装着します。

◦ AFF A700 および FAS9000 ストレージシステムのコントローラモジュールは、それぞれ FC-VI ポート
を 4 つ使用します。

◦ AFF A400 および FAS8300 ストレージシステムコントローラモジュールは、 FC-VI ポート 2a および
2b を使用します。

2. SAS ポートをケーブル接続します。

次の図は接続を示しています。使用するポートは、コントローラモジュールの利用可能な SAS ポートと
FC-VI ポートによって異なることがあります。
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クラスタピアリングのケーブル接続

クラスタピアリングに使用するコントローラモジュールのポートをケーブル接続して、
それらのポートがパートナーサイトのクラスタに接続されるようにする必要がありま
す。

このタスクは、 MetroCluster 構成の各コントローラモジュールで実行する必要があります。

クラスタピアリングには、各コントローラモジュールの少なくとも 2 つのポートを使用します。

ポートおよびネットワーク接続の推奨される最小帯域幅は 1GbE です。

手順

1. クラスタピアリングに使用する少なくとも 2 つのポートを特定してケーブル接続し、そのポートがパート
ナークラスタとネットワーク接続されていることを確認します。

クラスタピアリングには、専用のポートとデータポートのどちらも使用できます。専用のポートを使用す
ると、クラスタピアリングトラフィックのスループットが向上します。

"クラスタと SVM のピアリングの簡単な設定"

管理ポートとデータポートのケーブル接続

各ストレージコントローラの管理ポートとデータポートをサイトネットワークにケーブ
ル接続する必要があります。

このタスクは、両方の MetroCluster サイトで新しいコントローラを配置するたびに実行する必要がありま
す。

コントローラおよびクラスタスイッチの管理ポートをネットワーク内の既存のスイッチに接続できます。ま
た、 NetApp CN1601 クラスタ管理スイッチなど、新しい専用ネットワークスイッチにコントローラを接続す
ることもできます。

手順

1. コントローラの管理ポートとデータポートを、ローカルサイトの管理ネットワークとデータネットワーク
にケーブル接続します。

"ONTAPハードウェアシステムのドキュメント"
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